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平成 24 年 11 月９日 

各  位 

会 社 名 山 加 電 業 株 式 会 社 

代 表 者 名 代表取締役社長 煙山 利廣 

 （JASDAQ･ｺｰﾄﾞ １７８９）   

問 合 せ 先 取締役管理本部企画部長 

役職・氏名         田中 英二 

電 話 番 号 ０３－５２８６－７２２１ 

 
 

平成 24 年９月期通期（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 24 年９月期（平成 23 年 10 月１日～平成 24 年９月 30 日）通期（連結・個別）の業績予想について、

平成 24 年４月 24 日付当社「平成 24 年９月期第２四半期累計期間（連結・個別）及び通期（連結・個別）

業績予想の修正に関するお知らせ」にて発表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお

知らせいたします。 

 
記 

 

１．平成 24 年９月期通期業績予想の修正（平成 23 年 10 月１日～平成 24 年９月 30 日） 

 (1)業績予想の修正 

 ①連結業績予想 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 3,792 33 50 28 4.40

今回修正予想（Ｂ） 2,999 △46 △38 △71 △11.15

増 減 額（Ｂ－Ａ） △793 △79 △88 △99 ―

増 減 率（％） △20.9 ― ― ― ―

（ご参考）前期実績 

（平成 23 年９月期通期） 
3,704 168 206 118 18.60

 

②個別業績予想 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 3,268 1 18 15 2.36

今回修正予想（Ｂ） 2,438 △76 △63 △80 △12.70

増 減 額（Ｂ－Ａ） △830 △77 △81 △95 ―

増 減 率（％） △25.4 ― ― ― ―

（ご参考）前期実績 

（平成 23 年９月期通期） 
3,635 166 171 84 13.31
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(2)修正の理由について 

  ①連結業績 

当期の当社グループの事業環境は、柱とする電力事業が「東日本大震災」の影響から、客先投資

内容が発変電事業に優先投資を余儀なくされたため、当社が主力とする送電設備投資の時期が 25 年

度以降にずれ込む模様となりました。 

また、内線事業は引き続き国内設備投資が冷え込み、受注が伸び悩んだ上、施工段階で資材価格

高騰等吸収しきれず採算が悪化しました。 

モバイル事業では、新規周波数帯プラチナバンド設定から、当期後半にかけて受注増大している

ものの、着手後短期間にて決算期を迎える事となり、結果的に受注高は確保できたものの、完工に

は結びつかず、利益は伸び悩みを見せました。 

本年２月に子会社化した株式会社東京管理は、売上高は低いものの、確実な利幅を残し連結とし

て貢献を残す事ができました。 

この事から、受注高は前連結会計年度比 13.7％増の 28 億４千万円となったものの、売上高は前

回発表予想より７億９千３百万円減少し、29 億９千９百万円となる見込みです。 

営業利益と経常利益におきましては、原価低減策や施工効率化、一般管理費の圧縮等に努めたも

のの、売上減の影響により営業利益は前回発表予想から７千９百万円減少し営業損失４千６百万円、

経常利益は８千８百万円減少し経常損失３千８百万円、当期純利益は９千９百万円減少し当期純損

失７千１百万円となる見込みであります。 

 

②個別業績 

個別業績予想につきましては、連結業績同様の理由から、売上高は８億３千万円減少し 24 億３千

８百万円、営業利益は７千７百万円減少し営業損失７千６百万円、経常利益は８千１百万円減少し

経常損失６千３百万円、当期純利益は９千５百万円減少し当期純損失８千万円となる見込みであり

ます。 

 

２．配当について 

本業績予想の修正に伴う配当予想の修正はありません。 

 

以 上 
 

 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  本資料に記載した予想数値等の将来に関する記述は、本資料発表日現在において当社が入手可能な情

報及び合理的と判断する一定の条件に基づき作成したものであり、リスクや不確定要素等の要因が含ま

れております。実際の業績は、今後、様々な要因によりこれら業績予想とは異なる結果となる可能性が

あります。 


